
2013 年日本青年台湾研修旅行を終えて

（公財）交流協会では、日台友好交流促進を目的として、6月 17 日～21 日の日程で若手の地方公務
員、学生を対象に台湾研修旅行を実施しました。今回参加者に研修の感想をいただきましたのでご
紹介します。

良好な日台関係を知る旅

甲賀晶子（奈良県：政策研究大学院大学修士課程）

平成 25 年6月 17 日（月）～21 日（金）の日程
で 2013 年日本青年台湾研修に、政策研究大学院
大学から計4名参加させていただきました。
羽田空港から約3時間で、台北松山空港に到着。
週末、東京と奈良を片道4時間かけて移動してい
る私にとっては、とても近く感じました。場所に
よっては国内旅行より台湾旅行の方が気軽な旅行
なのかもしれません。
まず、初日は台湾の外務省にあたる外交部を訪
問しました。そして、夜は、外交部の主催による
歓迎会を催していただきました。歓迎会では台湾
の民族舞踏を小学生の皆さんが披露してくださ
り、とても和やかな雰囲気の内に歓迎会は終始し
ました。また、歓迎会を催していただいた会場が、
日本統治時代に建立されていた台湾神宮の跡地を
利用し建設された「円山大飯店」で、その素晴ら
しい建物にもまた一同感激いたしました。
研修2日目は公益財団法人交流協会台北事務所
を表敬し、台湾と日本の歴史的な繋がりや現在の
両国の情勢、また現政権の政情などについてご説
明いただきました。2日目に日台関係についての
レクチャーをいただけたことにより、この後の研
修が大変有意義になり、実り多いものとなりまし
た。
今回の研修では、観光部局担当者が多いという

こともあり、台北市観光旅行局をはじめ、台北市
の主要観光地である、台北 101 や猫空ロープウェ
イ、士林夜市などにも積極的に連れて行っていた
だき、台湾の魅力を思う存分、味わうことが出来
ました。
研修3日目は、台湾新幹線で台南へ移動しまし

た。台南市政府を表敬し、その後、烏山頭（うさ
んとう）ダムの視察をさせていただきました。
台南市は今でこそ農業が盛んですが、大正9年

に着工され4年後に完成した烏山頭ダムが無い時
代は、雨による洪水と干ばつの繰り返しで、安定
した農業が出来なかったとのことです。
現在に至るまで日本にシンパシーを送ってくだ

さっている台湾は、実はこのダム建設や灌漑設備
を手掛けた八田興一氏（はった・よいち）への畏
敬の念や、このような台湾の社会資本の整備にか
けた日本の度量の大きさ、真剣さや技術の高さに
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烏山頭ダムの畔にある八田興一氏の銅像



対する感謝の念を、台湾社会は今でも大事にして
いるからだとの説明を受け、そのことに大変感動
いたしました。
昭和 17 年にフィリピンに向けた大洋丸に乗っ
ていた八田氏は 57 歳の時、アメリカの潜水艦に
撃沈され亡くなりました。漁船に引き上げられ、
故郷の石川県で荼毘に付された後、遺骨が烏山頭
に戻され、この地に墓が建立されました。
烏山頭ダムにより満々と湛えられた湖の前に、
八田氏の銅像があり、お花が置かれていました。
現在烏山頭ダムにある八田氏の銅像はダムの完成
後の昭和6年に作られたものだそうですが、その
後国家総動員法に基づく金属類回収令の施行時
や、中華民国による日本の建築物や顕彰碑の破壊
がなされた際も、地元の有志によって守り隠され
続け、昭和 56 年に再びダムを見下ろす元の場所
に設置されたそうです。まるで、八田氏がまだ見
ぬダムの完成の姿を思い描いているようでした。
日本人にはほとんど知られていない八田氏です
が、台湾ではアニメにもなっていました。台湾の
人たちにとって大変身近な存在だと言えます。八
田氏は、土木作業員の労働環境を適切なものにす
るため尽力したこと、危険な現場にも進んで足を
踏み入れたこと、事故の慰霊事業では日本人も台
湾人も分け隔てなく行ったことなど、彼の人柄に
よる功績は非常に大きいと感じました。
現在の日台関係があるのは八田氏のおかげであ
ると言っても過言でないほど、八田氏の功績は素
晴らしいものだと思いました。そして、この八田
氏の功績を、日本人はもっと知るべきであると感
じました。今回の研修で、台南を訪問させていた
だけたことは、日台関係を理解させていただく上
で非常に貴重な経験となりました。
4日目は、地元台湾の大学生と一緒に、グルー
プに分かれて、台北市にある指定の史跡等へ行っ
たり、指定のお店で台湾料理を食べたりするオリ
エンテーリングを実施しましたが、私は体調を崩

してしまい、悔しい思いをしました。ですので、
再度、台湾を訪れたいと思っています。
また、最終日の夕食は救國団が主催で晩餐会を

開催してくださり、大いに盛り上がり、とても楽
しい時間を過ごさせていただきました。お土産に
いただいた、研修中の写真が収まった CDデータ
は、今でも大切にしています。
今回の研修に際し、公益財団法人交流協会様、

台北駐日経済文化代表処様、亜東太平洋司様、台
北市政府観光伝播局様、救国団様、台南市政府観
光旅遊局様には大変お世話になりました。ここに
感謝いたします。
また、全行程を同行してくれた台湾の学生の皆

様には、通訳、現地の案内など多大な活躍をいた
だきました。彼・彼女らと共に行動できたことは、
思い出深い、楽しい研修となりました。あわせて、
ここに感謝いたします。
最後に、今回の研修を通して出会った方々に感

謝申し上げるとともに、この出会いが今後の日台
関係のますますの発展につながりますよう期待い
たします。
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政策研究大学院大学から参加した4人と全行程を共にしてくれた
台湾の学生さん達



祈りの姿

田沼彬文（東京大学大学院修士課程）

今回の研修旅行では各所で非常に歓迎していた
だいた。まずこのことで亜東関係協会を初め、台
湾の政府関係者の方々、現地で研修をサポートし
て下さった方 （々とりわけ救国団の方々）、研修の
手配をしていただいた交流協会の皆様には、いく
ら感謝をしてもしきれない。一大学院生の私に
とっては過分なご歓待をいただき、ただただ恐縮
するほかない。初めて訪れた台湾で、さまざまな
施設や観光名所を見学させていただいただけでな
く、現地の大学生と交流する機会もあるなど、得
たものは大きかった。
だが読者には、おそらくすでに日台間の実務に
携わっておられるか、日台関係について平均的な
日本人よりも強い関心をお持ちの方々が多いので
はないだろうか。そうした方々に対してあえて文
章にしてご紹介するとすれば、私は台北市の台湾
省城隍廟で受けた印象を取り上げたいと思う。
研修4日目は団全体が少人数のグループに分か
れて台北市内の散策を行ったが、筆者は4名のメ
ンバーと共に、台湾の大学生2名の案内で、かつ
ての城中区のあたりを回ることになった。ちょう
ど昼頃で、飲食店などが所狭しと並ぶ市場は人が
あふれ、活気に満ちていた。その市場のすぐ近く、
何台ものバイクが並ぶ通りに面した一角に、鮮や
かな赤や黄色で彩られた城隍廟はあった。城隍と
は街の守り神のことである。市場の中ほど人は多
くないものの、少なからぬ人が、都会の喧騒に妨
げられることもなく、中で熱心に祈りを捧げてい
た。おそらく観光客ではなく、現地の人々であろ
う。その姿は、レセプションで我々を歓迎してく
れたのとも、研修の最中我々を案内してくれたの
とも、商店などで短いやり取りをしたのとも違う、
台湾の人々の姿であった。我々も案内に従ってお

線香をあげ、それぞれに願い事をして、その場を
後にした。
無論、城隍廟で目にした現地の人々が一体何を

祈っていたのかは知る由もない。別に日台の友好
関係の発展を祈っていたわけでもないだろう。し
かしながら、日本人の見ていないところで、日台
の友好を願い、またそのために行動している台湾
人がいなければ、今日の関係はありえないという
ことにも同時に気付かされたのである。一般論と
して、経済的な結び付きが深まることや、地理的・
歴史的・文化的な近接性は、それ自体で友好的で
平和的な関係性の保証となるものではない。お互
いのことを知れば知るほど好きになる、というこ
とが常に成り立つわけではないのである。何の摩
擦も困難もない関係など、そもそも存在しないの
だ。ましてや日台間のように、経済関係などの物
質的な面がいかに充実していようと、すでに外交
関係がない状態で安定的な関係を維持すること
は、本来必ずしも容易ではないのだろうと想像す
る。今日の関係は、実務に携わっておられる方々
の奮闘の賜物なのだろう。
このように考えると、国境を越えて友好的な関

係を築くために不可欠なのは、平たく言えば「ど
うしてもこの人々と仲良くしたい」という願いで
あり、またそうしないわけにはいかないという現
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元々本誌への掲載を意図して撮られた写真ではないが、城中市場
の内部の様子が辛うじて窺えると思う。



状認識に根差した行動の積み重ねなのではないだ
ろうか。この点で、日台関係は単に良好であると
いうだけでなく、我々に勇気や希望を与えてくれ
るものでもあるだろう。筆者にとってこの研修
は、日台関係のさらなる進展のための決意を新た
にさせてくれるだけでなく、台湾以外の国や地域
と日本とのつながりについても教訓を与えてくれ
るものとなった。
とはいえ、個人の立場で実際にできることとい
うのはなかなかないかもしれない。せめて、さま
ざまな喧噪の中にあってもそれに惑わされること
なく、まずは真摯に友好関係を祈るところから始
めてみたい。

2013年日本青年台湾研修旅行レポート

阿久澤 光彦（前橋市）

この度の台湾招聘事業について、交流協会から
突然メールが届き驚きました。
また、交流協会の方とは、昨年東京銀座にある
群馬県のアンテナショップ（ぐんまちゃん家）で
開催されたサロンド G（情報交換会）において名

刺交換をしたことがきっかけでした。
前橋市はインバウンドについてはほとんど手掛

けていない状態で、更には自分が外国に1回しか
行ったことがなく、参加について非常に悩みまし
た。
しかしながら、交流協会の方は、「外国に行き慣
れていない、公務員の方の参加を歓迎！」とのこ
とでした。
このメールの件を、家族にも相談しましたが、

理解、家族決裁を受けることが一番の難関でした。
しかしながら、周りからの意見で台湾の治安や

言葉の心配がないことを聞き、家族に伝え理解を
得ることができ、周囲からも後押しされ決心しま
しが、県内から1人の参加と言う事に抵抗はあり
ました。
また、今回の台湾招聘事業は、全額台湾政府が

負担していただけ、行政からの負担も一切なく、
業務として出張ができると言うことで職場からの
了承を得ることができました。
「台湾情勢について」
台湾とは時差が日本より1時間遅く、ほとんど

日本と変わらない状況であります。また、羽田空
港から台湾の松山空港へは3時間と、近い国です。
台湾の気候は日本と似ていて、6月は梅雨で今

回の研修中は、毎日 35℃近くあり湿度が高くとて
も暑い日ばかりで、毎日天候に恵まれました。お
陰様で、毎日台湾ビールを美味しくいただくこと
ができました。
台湾の交通機関としては、スクーターバイクが

主でかなりの数に驚かされる状況でした。そのバ
イクは2人乗りまでは OK となっております。
「スクーター大国の台湾！」とも言われ、1.8 人に
1人はバイクを保有しているようです。
そこで、感心したこととして走るマナーや停め

るマナーが良いことです。
駐車場もあまり見当たらなく、歩道や車道の白

線内に、整列してバイクや自動車が停められてい
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台湾省城隍廟の内部に安置されていた像（どのように呼称するの
が正確なのかは分からない）。城隍廟の全体を写したような写真は
取り損ねていた。この像は城隍廟の奥深くではなく、内部に入っ
てすぐ右手に安置されていた。



る状況です。
また、信号機を見て驚かされたのが、電光カウ
ントダウン方式です。これは日本にも是非取り入
れて欲しいと思いました。
研修の中で、台北から台南（最南端は高雄まで
全長 345km）までの移動手段で、台湾高速鉄道（日
本の新幹線技術）を利用しました。ほとんど日本
の新幹線とは変わりがなく、快適な感じを受けま
した。
台北では、台北捷運（MRT）の地下鉄も利用し
ました。こちらのチケットは、プラスチック製の
コインチップで、持ち帰ることはできません。
また、この取り組みは「ごみの減量化」にもつ
ながっているようです。

移動手段として、タクシーも利用し、初乗りは 70
元（日本円で約 210 円）で、ドアは手動、行き先の
指示は住所を書いた紙や地図などで位置を示せば、
目的地まで送っていただき心配がいらないです。
車の運転では国際免許は通用しないようです

が、日本の運転免許証を中国語に翻訳したものが
必要となり、日本自動車連盟（JAF）、ならびに交
流協会で発行できるようです。
台湾から日本へ訪れる観光客の数は、世界の中

でも3位と多く、近いうちに、更に順位が上がり
そうです。
また、近いうちに学校の教科書にも日台会話の

やり取りが取り上げられるようです。
台湾人は、大河ドラマが好きで、日本の雪・温

泉・海山物料理を好み、歴史にも興味があり、日
本の小説を読む人が多いようです。
更には、産業などが遅れていた台湾に、病院や

鉄道などの建設に日本人が貢献し、歴史を変えて
行き、今でも台湾の人々は日本人を尊敬している
ようです。
「台湾研修の中で」
台湾政府の表敬訪問のあいさつの中で、「日本

の若者が台湾に来ていない！」
そのため、今回の研修を通じて台湾の国のイ

メージを「日本に持って帰って欲しい！」と台湾
政府に告げられました。
日本側からは長谷川団長のあいさつで、「台湾
招聘事業は今年で4年目を迎え、年齢制限をした
のは今回初めてで、参加者も一番若い年齢層であ
ると説明され、また、2年前、東日本大震災では、
多大の支援をいただき日本人は皆感謝の気持ちで
いっぱいです！」とお礼を述べられました。
台南市局長のあいさつの中で、今後より多くの

日本各都市と友好都市を結んで行きたい！日本人
の八田與一氏により、台南市にダムや水路を作り、
農業振興に大きく貢献し、記念館により功績が紹
介され、現地も視察させていただきました。

交流 2013.10 No.871

― 15 ―

台北城市グループ探索にて①

台北城市グループ探索にて②



台南市には、毎年 5,000 人の日本人が訪れてい
るとのことです。
また、台南市は群馬県前橋市とは深い縁があり
ます。
その理由として、日本人最後の台南市長として、
前橋市（富士見町）出身の「羽鳥又男氏」がいた
ことです。今では、出身地である前橋市（富士見
町）のお寺に銅像として、台湾大富豪者より寄贈
され祀られております。
台湾にダムを造ったことで知られている、八田
與一氏は石川県金沢市生まれの技師で、郷里の金
沢市には資料館もあり、台湾から訪れる人も沢山
いて、加賀屋という有名な旅館には、年間1万人
以上の台湾人が宿泊されるそうです。
是非この様に、前橋市にも何れ仕掛けられたら
良いと思いました。
今回、貴重な台湾研修でもあったので、群馬県
前橋市を全国から海外へ向け PRしようと思いま
した。
そこで、前橋市は豚肉の産出額が全国でもトッ
プクラスであり、マスコットキャラクターとして
「TONTONのまち前橋の“ころとん”」が活躍し
ております。
研修中では、ストラップや缶バッジを日本青

年団員と台湾政府関係者や台湾の大学生などに配

り、群馬県前橋市を PRしました。特に女性から
は「可愛い！」と好評でした。
今回の研修を通じて、参加者のほとんどが観光

分野の所属だったため、今後の業務や情報の収集
に活かして行けたら良いと思いました。
また、研修中に他県の方が、インバウンドでや

り取りしている台湾の旅行会社の方と現地で交流
を図り、そこに同席させていただき、情報交換が
でき参加させていただき良かったです。
今回の招聘事業の目的は、「台湾をよりよく理

解するため」、台湾現地機関などを表敬訪問し、座
談会と研修を通じ、日台間の友情と相互理解を深
めることとしており、参加した日本青年団員の方
は、それぞれに好印象を持たれ交流が図れたこと
と思います。
研修では前泊し交流会が設営され、自己紹介及

び名刺交換をしたことにより、お互いを知り、台
湾の研修に望むことができ、不安であった台湾研
修も、日本青年団員と台湾政府関係者や台湾の大
学生とで交流が図れたことにより、日台がより近
くなったような気がしました。
今回の研修で、同行された日本青年団の皆様な

らびに台湾関係者の方々、また事務局でご苦労い
ただいた交流協会の方々には、大変お世話になり
ありがとうございました。
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故宮博物院前に前橋市“ころとん”参上前橋市からのお土産を渡す
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